
ファンドレイザーフォーラム文部科学省後援

日時 11月26日（木） 13:00-17:30

会場 新紀尾井町ビル
東京都千代田区F尾井町４－１新紀尾井町ビル７F

募集要項

テ ー マ 別 セ ミ ナ ー 2 0 2 0

【お問合せ先】 公益社団法人Japan Treasure Summit事務局 東京都渋谷区南平台町6‐4‐201

電話：03‐3770‐6277 メール：info@treasure-summit.jp

「ファンドレイザーフォーラム・テーマ別セミナー」では、大学や研究機関、芸術・スポーツ法人等の寄付募集の最前線で活躍さ
れる方々を対象に、寄付募集の先進事例から昨今注目されるトピックス、本質的で実際的なテーマまで多彩なプログラムをご用意
しています。また、講師陣との質疑応答の時間を設け、具体的なアクションに繋がるよう理解を深めていただきます。
※今年度は、オンライン（②）でも開催いたします。

○参加対象 ：各法人の寄付募集に携わる方
○定員 ：①【会場参加】11月26日／24名 ②【オンライン】12月11日／30名程度
※一法人から複数の参加も可能ですが、申込み多数の場合は調整をお願いする場合があります。

○受講料(1名)：特別会員5,000円、一般会員7,000円、非会員10,000円 （いずれも税別）
※2020年度ファンドレイザーフォーラム会員と同一の法人に所属される方も当該会員価格とさせていただきます

○申込方法 ：Japan Treasure Summitホームページよりお申込みください。
https://req.qubo.jp/jts2020/form/seminar2020

○申込締切 ：①【会場参加】11月19日（木） ②【オンライン】12月４日（金）
○お支払い ：会場参加の場合は、当日受付にて申し受けます。オンラインの場合は、事前

お振込みとなります。（詳しくはお申込後、ご案内申し上げます）

日時 12月11日（金）13:00-17:30

②【テーマ別セミナー（オンライン）】①【テーマ別セミナー（会場参加）】

参加方法 PC・スマートフォンを利用したネット受講
ビデオ会議システムZoomを使用します

１４：３０～

『魅力ある資源を生かした藝術大学における寄付募集活動について

～評価性資産の受入事例～』
講師：東京藝術大学 社会連携課 課長補佐・渉外企画係長 神永 彰 氏

国内の大学の寄付獲得額が伸び悩むのは、寄付募集活動体制整備が海外大学と比較して、不十分であることが大
きな理由の一つです。令和元年度文部科学省委託事業「我が国の大学における寄附金獲得に向けた課題に係る調
査研究」主任研究員としての視点から、寄付獲得に不可欠な組織構築について語ります。

１６：００～

『寄付金受入額を拡大している海外高等教育機関の動向』
講師：（公）Japan Treasure Summit 事務局代表（企画運営責任者） 吉田 房代

１３：００～

『英国・米国大学の寄付募集活動の取り組み

～組織体制整備の観点から～』
講師 : （公）Japan Treasure Summit 事務局代表（企画運営責任者）吉田 房代

英国・米国への直近訪問時の、調査インタビューから抽出された各高等教育機関の寄付募集活動動向を事例に挙
げて紹介します。また寄付募集活動の拡大に向けて、多くの寄付獲得への取り組みを分析・アドバイスし人材育
成を担った体験を交え、常日頃感じているあらゆる疑問にもお答えします。

国内唯一の国立総合藝術系大学である東京藝術大学において実施されている、寄付募集活動の多彩なプログラム
や取り組みをご紹介頂きます。平成30年度より、みなし譲渡所得税の非課税要件が緩和された後の、個人による
現物資産（土地、建物、株等）寄付の具体的な受入事例について、講師より語っていただきます。


